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一
、
は
じ
め
に

『
本
朝
文
粋
』
巻
十
に
、「
花
光
水
上
浮
」
と
い
う
句
題
で
制
作
さ
れ
た
菅
原
文

時
と
源
順
の
詩
序
が
二
篇
並
ん
で
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
本
朝
文
粋
』
に
は
、
一

三
九
篇
の
詩
序
が
収
録
さ
れ
る
が
、
同
題
の
詩
序
は
、
こ
の
二
篇
の
み
で
あ
る
。

文
時
の
詩
序
の
標
題
は
、「
暮
春
、
侍
二

宴
冷
泉
院
池
亭
一

、
同
賦
二

花
光
水
上
浮
一

、

応
レ

製
」（
300
）
と
あ
り
、
源
順
の
詩
序
は
、「
暮
春
、
於
二

浄
闍
梨
洞
房
一

、
同
賦
二

花
光
水
上
浮
一

」（
301
）
と
あ
る（

１
）。

文
時
の
序
は
、
応
和
元
年
（
九
六
一
）
の
村
上

天
皇
主
宰
の
桜
花
宴
で
制
作
さ
れ
た
。
桜
花
宴
に
は
、
源
順
も
召
さ
れ
て
い
て
、

文
時
の
序
を
知
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
宴
の
順
の
詩
は
伝
存
し
て

い
な
い
。
順
の
詩
序
の
制
作
年
時
は
不
明
で
あ
る
。

菅
原
文
時
（
八
九
九
─
九
八
一
）
は
、
道
真
の
孫
で
あ
り
、
平
安
朝
漢
文
学

の
主
要
な
作
者
の
一
人
で
あ
る
。『
本
朝
文
粋
』
全
十
四
巻
の
冒
頭
に
も
文
時
の

「
繊
月
賦
」
が
置
か
れ
る
。
同
書
の
中
の
作
品
数
は
、
大
江
匡
衡
、
同
朝
綱
に
次

ぐ
三
十
八
篇
を
数
え
る
。
作
品
の
文
体
は
、
賦
の
ほ
か
に
、
詔
・
勅
答
・
対
策
・

表
・
奏
状
・
序
な
ど
が
あ
り
、
文
人
官
僚
が
作
る
文
体
を
網
羅
し
た
観
が
あ
る
。

文
時
の
「
序
」
は
、『
本
朝
文
粋
』
に
詩
序
六
篇
、
和
歌
序
一
篇
が
収
め
ら

れ
る
。「
序
」
と
は
、
中
国
文
学
の
一
ジ
ャ
ン
ル
で
、
序
文
や
前
書
き
に
相
当

し
、
序
が
冠
せ
ら
れ
る
作
品
の
概
要
や
制
作
状
況
な
ど
が
記
さ
れ
る
文
章
を
い
う
。

『
文
選
』
に
部
類
が
あ
る
。『
本
朝
文
粋
』
で
は
最
も
作
品
数
が
多
い
。
文
時
の
詩

序
に
つ
い
て
、
佐
藤
道
生
氏
は
、
文
時
が
詩
句
を
題
と
す
る
「
句
題
詩
」
の
詠
み

方
の
規
則
を
案
出
し
た
こ
と
と
関
わ
っ
て
、
平
安
後
期
の
詩
序
の
形
式
ま
で
も
創

始
し
た
と
推
定
す
る（

２
）。

た
だ
し
、『
本
朝
文
粋
』
に
お
け
る
文
時
の
序
の
数
は
多

い
と
は
い
え
な
い
。

そ
の
一
方
で
、
文
時
と
同
じ
頃
、
村
上
朝
か
ら
円
融
朝
（
九
四
六
─
九
八
四
）

に
か
け
て
活
躍
し
た
源
順
（
九
一
一
─
九
八
三
）
の
詩
序
は
『
本
朝
文
粋
』
に
、

十
七
篇
を
数
え
る
。
院
政
期
の
『
江
談
抄
』
に
は
、
文
時
が
順
の
人
物
や
作
品
を

評
価
し
な
か
っ
た
と
い
う
説
話
が
見
え
る
。
文
時
と
順
は
、『
本
朝
文
粋
』
所
収

作
品
の
文
体
の
違
い
も
大
き
い
。
順
の
作
品
は
、
雑
詩
・
奉
行
文
・
禁
制
文
と

い
っ
た
、
順
の
作
品
の
み
が
見
ら
れ
る
文
体
の
も
の
が
多
い
。

文
時
と
順
と
は
、
先
述
の
桜
花
宴
の
よ
う
に
、
同
じ
宴
集
で
序
や
詩
歌
を
作
る

機
会
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
文
時
の
「
左
丞
相
花
亭
遊
宴

菅
原
文
時
と
源
順

　
　
　
　
―
― 『
本
朝
文
粋
』
巻
十
「
花
光
水
上
浮
」
詩
序
を
中
心
に 

―
―

山
　
本
　
真
由
子
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和
歌
序
」（『
本
朝
文
粋
』
巻
十
一
・
347
）
が
作
ら
れ
た
歌
会
で
は
、
順
が
和
歌
を

詠
ん
で
い
る
。
文
時
の
和
歌
序
は
、
こ
の
一
篇
の
み
伝
存
す
る
。
一
方
、
順
は
、

和
文
の
和
歌
序
を
二
篇
残
し
、
漢
文
の
和
歌
序
は
残
し
て
い
な
い
。
詩
序
は
漢
文
、

和
歌
序
は
和
文
と
区
別
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

小
論
で
は
、
文
時
の
「
序
」
は
、
制
作
さ
れ
た
当
時
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ

て
い
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
特
質
を
有
す
る
が
ゆ
え
に
、
平
安
後
期
に
典
型
と
さ

れ
る
に
至
っ
た
の
か
を
、
順
の
「
序
」
と
比
較
す
る
こ
と
で
考
察
し
た
い
。
併
せ

て
、
文
時
と
順
と
の
実
際
の
関
係
を
探
り
、
平
安
朝
の
「
序
」
の
表
現
形
式
は
ど

の
よ
う
に
作
り
出
さ
れ
た
の
か
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

二
、「
花
光
水
上
浮
」
詩
序
二
篇

　
二
─
（
一
）
菅
原
文
時
の
詩
序

ま
ず
、
菅
原
文
時
の
句
題
「
花
光
水
上
浮
」
の
詩
序
を
掲
げ
る
。
詩
序
本
文
は
、

内
容
か
ら
四
段
に
分
け
、
句
ご
と
に
通
し
番
号
を
附
す
。「
漫
句
」
な
ど
は
『
作

文
大
体
』
筆
大
体
の
句
の
名
称
（
後
述
）
で
あ
る
。「
…
」
は
句
が
続
い
て
い
る

こ
と
を
示
す
。
句
の
切
れ
目
の
「
○
」
は
平
声
、「
●
」
は
仄
声
を
示
す
。
下
段

に
訓
読
文
を
示
し
、
本
文
の
後
に
大
意
を
記
す（

３
）。

 

〔
標
題
〕
暮
春
、
侍
宴
冷
泉
院
池
亭
、
同
賦
花
光
水
上
浮
、
応
製 

菅
三
品

　

 

暮
春
、
冷
泉
院
の
池
亭
に
侍
宴
し
、
同
じ
く
「
花
光
水
上
に
浮
か
ぶ
」
と
い
ふ

こ
と
を
賦
す
、
製
に
応
ふ 

菅
三
品

（
大
意
）
暮
春
、
冷
泉
院
の
池
亭
に
侍
り
、
と
も
に
「
花
光
水
上
浮
」
と
い

う
こ
と
を
賦
す
。
天
皇
の
命
に
お
応
え
す
る
。
そ
の
序
。

句
題
「
花
光
水
上
浮
」
は
、
花
の
鮮
や
か
な
色
は
水
面
に
も
映
る
の
意
で
あ

る
。
句
題
の
典
拠
は
不
明
。
張
九
齢
「
勅
賜
二

寧
王
池
宴
一

」
詩
（『
全
唐
詩
』）
に
、

「
賢
王
有
二

池
館
一

、
明
主
賜
二

春
遊
一

。
淑
気
林
間
発
、
恩
光
水
上
浮
」
と
春
の
光

が
水
面
に
浮
か
ぶ
と
い
う
句
が
み
え
る
。
皇
帝
が
宴
を
賜
る
と
い
う
状
況
も
文
時

の
詩
序
に
近
い
た
め
、
一
字
改
変
し
て
句
題
に
し
た
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。

〔
第
一
段
〕

１
漫
句

　

長
句

２
緊
句

３
傍
字

　

緊
句

４
傍
字

　

雑
隔
句

　

…
５
傍
字

　

緊
句

　

長
句

　

…
６
漫
句

　

…

　

…

冷
泉
院
者
、

万
葉
之
仙
宮○

、
百
花
之
一
洞●

也
。

景
趣
幽
奇○

、
煙
霞
勝
絶●

。

聖
上
、

暫
出
紫
闥●

、
近
幸
綺
閣●

。

以
来
、

供
奉
無
暇●

者
、
瑞
露
薫
風○

、

扈
従
猶
留○

者
、
詩
情
歌
思●

。

及
至

春
輝
漸
闌○

、
物
色
可
愛●

、

人
間
之
芳
菲
欲
尽●

、

象
外
之
風
煙
猶
濃○

。

爰宴
于
林
下
之
池
台
、

誠
有
以
矣
。

１
冷
泉
院
は
、

　

万
葉
の
仙
宮
、
百
花
の
一
洞
な
り
。

２ 

景
趣
幽
奇
に
、
煙
霞
勝
絶
な
り
。

３
聖
上
、

　

 

暫
く
紫
闥
を
出
で
、
近
く
綺
閣
に

幸
し
た
ま
ふ
。

４
以
来
、

　

供
奉
暇
無
き
者
は
、
瑞
露
薫
風
、

　

 

扈
従
猶
ほ
留
ま
る
者
は
、
詩
情
歌

思
。

５
　

 

春
輝
漸
く
闌
け
、
物
色
愛
す
べ
き

に
至
る
に
及
び
、

　

人
間
の
芳
菲
尽
き
ん
と
欲
し
て
、

　

象
外
の
風
煙
猶
ほ
濃こ

ま
やか

な
り
。

６
爰
に

　

林
下
の
池
台
に
宴
し
た
ま
ふ
、

　

誠
に
以
有
る
か
な
。
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（
大
意
）
１
冷
泉
院
は
、
代
々
の
清
浄
な
宮
で
あ
り
、
多
く
の
花
が
咲
く
仙
洞
で

あ
る
。
２
景
色
の
趣
き
は
奥
深
く
珍
し
く
、
靄
や
霞
が
殊
に
美
し
い
。
３
帝
が
し

ば
ら
く
内
裏
を
出
て
、
近
い
美
し
い
御
殿
に
お
移
り
に
な
っ
た
。
４
以
来
、
絶
え

ず
お
仕
え
す
る
も
の
は
、
め
で
た
い
露
と
穏
や
か
な
風
で
あ
り
、
お
側
に
つ
き
従

う
も
の
は
、
詩
作
の
心
と
歌
へ
の
思
い
で
あ
る
。
５
春
の
光
が
し
だ
い
に
盛
り
と

な
り
、
風
物
を
賞
美
す
べ
き
に
至
っ
て
は
、
世
間
の
花
の
香
り
は
な
く
な
ろ
う
と

し
て
い
る
の
に
、
俗
界
の
外
（
冷
泉
院
）
の
霞
は
な
お
深
い
様
子
で
あ
る
。
６
こ

こ
に
林
の
中
の
池
に
臨
ん
だ
高
殿
で
宴
を
催
さ
れ
る
の
は
、
実
に
理
由
の
あ
る
こ

と
で
あ
る
。

３
は
、
前
年
の
天
徳
四
年
九
月
に
内
裏
が
焼
亡
し
、
十
一
月
に
冷
泉
院
に
天
皇

が
遷
御
し
た
こ
と
を
婉
曲
に
い
う
。
続
く
、〔
第
二
段
〕
で
は
、
句
題
「
花
光
水

上
浮
」
を
ふ
ま
え
て
、
花
の
鮮
や
か
な
色
が
水
面
に
も
映
る
風
景
が
繰
り
返
し
描

写
さ
れ
る
。

〔
第
二
段
〕

７
発
句

　

緊
句

８
長
句

　

…
９
雑
隔
句

　

…

　

…

　

…

観
其

花
綻
在
岸●

、
水
清
盈
科○

。

花
垂
映
而
水
下
照●

、

水
浮
光
而
花
上
鮮○

。

瑩
日
瑩
風○

、

高
低
千
顆
万
顆
之
玉●

、

染
枝
染
浪●

、

表
裏
一
入
再
入
之
紅○

。

７
観
れ
ば
其
れ

　

 

花
綻
び
て
岸
に
在
り
、
水
清
く
し
て

科
に
盈
て
り
。

８
花
は
映
を
垂
れ
て
水
下
に
照
り
、

　

水
は
光
を
浮
べ
て
花
上
に
鮮
か
な
り
。

９
日
に
瑩み

が

き
風
に
瑩
く
、

　

高
低
千
顆
万
顆
の
玉
、

　

枝
を
染
め
浪
を
染
む
、

　

表
裏
一
入
再
入
の
紅
。

10
密
隔
句

　

…

　

…

　

…
11
発
句

　

緊
句

誰
謂
水
無
心○

、

濃
艶
臨
兮
波
変
色●

、

誰
謂
花
不
語●

、

軽
漾
激
兮
影
動
脣○

。

嗟
呼
、

花
之
遇
時○

、
水
之
得
地●

者
歟
。

10
誰
か
謂
ふ
水
心
無
し
と
、

　

濃
艶
臨
み
て
波
色
を
変
ず
、

　

誰
か
謂
ふ
花
語
ら
ず
と
、

　

軽
漾
激
し
て
影
脣
を
動
か
す
。

11
嗟
呼
、

　

 

花
の
時
に
遇
ふ
、
水
の
地
を
得
た
る

者
か
。

（
大
意
）
７
見
る
と
、
花
は
岸
辺
に
ほ
こ
ろ
び
、
水
は
清
ら
か
に
池
に
満
ち
て
い

る
。
８
花
は
水
に
映
っ
て
水
は
花
の
下
に
輝
き
、
水
は
光
を
浮
か
べ
て
花
は
水
の

上
に
鮮
や
か
で
あ
る
。
９
そ
れ
は
、
日
の
光
に
磨
か
れ
風
に
磨
か
れ
た
高
い
枝
と

低
い
水
面
の
千
個
万
個
の
玉
の
よ
う
で
あ
り
、
枝
を
染
め
浪
を
染
め
て
、
布
の
表

裏
を
一
度
二
度
と
染
め
上
げ
て
い
く
紅
の
よ
う
だ
。
10
誰
が
言
っ
た
の
か
、
水
に

は
心
が
無
い
と
。
色
濃
く
あ
で
や
か
な
花
が
水
に
臨
む
と
波
も
色
を
変
え
る
で
は

な
い
か
。
誰
が
言
っ
た
の
か
、
花
は
語
ら
な
い
と
。
軽
や
か
な
波
が
激
し
く
立
つ

と
、
花
の
影
は
唇
を
動
か
す
よ
う
で
は
な
い
か
。
11
あ
あ
、
花
は
よ
い
時
節
に
遇

い
、
水
は
よ
い
場
所
を
得
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

第
三
段
で
は
、
宴
の
人
々
の
様
子
を
描
写
す
る
。

〔
第
三
段
〕

12
発
句

　

雑
隔
句

　

…

夫布
政
之
庭○

、
風
流
未
必
敵
崐
閬●

、

兼
之
者
此
地●

也
、

12
夫
れ

　

 

布
政
の
庭
は
、
風
流
未
だ
必
ず

し
も
崐
閬
に
敵
せ
ず
、

　

 

之
れ
を
兼
ね
た
る
者
は
此
の
地

な
り
、
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…

　

…
13
傍
字

　

緊
句

14
発
句

　

長
句

　

…
15
漫
句

好
文
之
代●

、
徳
化
未
必
光
于
黄
炎○

、

兼
之
者
我
君○

也
。

故筆
硯
承
恩○

、
糸
竹
含
賞●

。

即
将

閲
詩
律
以
為
択
賢
之
道●

、

播
楽
章
以
為
易
俗
之
音○

也
。

明
聖
之
事
、
猗
乎
盛
哉
。

　

 

好
文
の
代
は
、
徳
化
未
だ
必
ず

し
も
黄
炎
よ
り
光
ら
ず
、

　

 

之
れ
を
兼
ね
た
る
者
は
我
が
君

な
り
。

13
故
に

　

 

筆
硯
恩
を
承
け
、
糸
竹
賞
を
含

む
。

14
即
ち
将
に

　

 

詩
律
を
閲け

み

し
て
以
て
賢
を
択
ぶ

道
と
為
し
、

　
 

楽
章
を
播ほ

ど
こ

し
て
以
て
俗
を
易
ふ

る
音
と
為
さ
ん
と
す
る
な
り
。

15 

明
聖
の
事
、
猗
い
か
な
盛
ん
な

る
か
な
。

（
大
意
）
12
そ
も
そ
も
政
治
を
行
う
場
は
、
必
ず
し
も
風
雅
の
面
で
は
崐
閬
に
は

及
ば
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
両
者
を
兼
ね
備
え
て
い
る
の
が
こ
の
場
所
で
あ
る
。

学
問
を
好
む
御
代
は
、
徳
に
依
る
教
化
は
必
ず
し
も
黄
帝
・
炎
帝
の
時
代
の
よ
う

に
は
輝
か
し
い
も
の
で
は
な
い
。
両
者
を
兼
ね
備
え
て
お
ら
れ
る
の
が
我
が
君
で

あ
る
。
13
そ
れ
故
に
君
恩
を
受
け
て
詩
文
を
作
り
、
音
楽
を
演
奏
し
て
お
楽
し
み

い
た
だ
く
の
で
あ
る
。
14
す
な
わ
ち
、
詩
の
韻
律
を
よ
く
調
べ
て
、
賢
才
を
選
ぶ

方
途
と
し
、
音
楽
を
広
め
て
、
風
俗
を
よ
い
方
に
変
え
る
音
と
し
よ
う
と
な
さ
る

の
で
あ
る
。
15
帝
の
な
さ
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
麗
し
く
盛
ん
で
あ
る
こ
と
だ
。

最
後
の
第
四
段
で
は
、
作
者
文
時
が
謙
遜
の
言
葉
と
、
こ
の
序
の
作
成
に
当
た

る
こ
と
を
記
し
て
、
序
が
結
ば
れ
て
い
る
。

〔
第
四
段
〕

16
発
句

　

緊
句

17
長
句

　

…
18
傍
字

　

緊
句

19
長
句

　

…
20
長
句

　

…
21
緊
句

22
送
句

于
時

宴
入
夜
景●

、
酔
蕩
春
風○

。

詠
歌
於
琪
樹
之
陰○

、

踏
舞
於
沙
涯
之
畔●

。

臣
文
時

籍
非
煙
客●

、
名
謝
風
人○

。

謬
以
詩
家
之
末
塵○

、

叨
霑
楽
池
之
余
沢●

。

記
言
者
昔
勤○

也
、

叙
事
者
新
責●

也
。

敢
対
華
塘○

、
聊
献
実
録●

。

云
爾
。
謹
序
。

16
時
に

　

宴
夜
景
に
入
り
、
酔
春
風
に
蕩き

ざ

す
。

17
琪き

樹じ
ゆ

の
陰
に
詠
歌
し
、

　

沙
涯
の
畔
に
踏
舞
す
。

18
臣
文
時

　

籍
煙
客
に
非
ず
、
名
風
人
に
謝
す
。

19
謬
り
て
詩
家
の
末
塵
を
以
て
、

　

叨み
だ

り
に
楽
池
の
余
沢
に
霑う

る
ほふ

。

20
言
を
記
す
は
昔
の
勤
め
な
り
、

　

事
を
叙
す
る
は
新
な
る
責
め
な
り
。

21 

敢
て
華
塘
に
対
し
て
、
聊
か
実
録
を
献
ず

と
。

22
云
ふ
こ
と
爾
り
。
謹
し
み
て
序
す
。

（
大
意
）
16
時
に
宴
は
夜
に
入
り
、
春
風
に
催
さ
れ
て
酔
い
が
起
こ
る
。
17
美
し

い
木
の
陰
で
歌
を
詠
じ
、
水
辺
の
砂
の
上
で
舞
が
舞
わ
れ
る
。
18
臣
文
時
は
、
殿

上
人
で
も
な
く
、
詩
人
と
い
う
の
も
恥
ず
か
し
い
者
で
あ
る
。
19
間
違
っ
て
詩
人

の
末
席
を
け
が
し
て
い
る
の
で
、
か
た
じ
け
な
く
も
池
亭
で
の
宴
の
恩
恵
に
浴
し

た
。
20
天
子
の
言
葉
を
記
す
の
が
昔
の
勤
め
だ
っ
た
が
、
宴
の
様
子
を
記
す
の
が

新
た
な
仕
事
と
な
っ
た
。
21
あ
え
て
花
の
咲
く
堤
を
前
に
し
て
、
事
実
を
記
録
し

て
献
上
す
る
、
22
と
い
う
次
第
で
あ
る
。
謹
ん
で
序
を
書
く
。

文
時
の
詩
序
が
制
作
さ
れ
た
桜
花
宴
の
記
録
は
、
詳
し
く
残
さ
れ
て
い
る
。
ま

ず
、『
日
本
紀
略
』
応
和
元
年
（
九
六
一
）
三
月
五
日
条
に
は
、「
天
皇
釣
台
に
御

し
、
文
人
を
召
す
。
桜
花
宴
有
り
。「
花
光
水
上
に
浮
か
ぶ
」。
擬
文
章
生
を
池
の
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中
嶋
に
召
し
て
試
を
奉
ぜ
し
む
。
題
は
「
流
鶯
遠
く
琴
に
和
す
」〈
勅
題
な
り
〉。

又
笙
歌
の
興
有
り
。
文
時
序
を
献
ず
」
と
あ
る
。
後
藤
昭
雄
氏
に
よ
っ
て
、
13

「
筆
硯
承
恩
」
と
14
「
閲
詩
律
以
爲
択
賢
之
道
」
と
は
、
放
島
試
が
宴
と
併
せ
て

行
わ
れ
た
こ
と
を
念
頭
に
置
く
か
と
指
摘
さ
れ
る（

４
）。

ま
た
、『
扶
桑
略
記
』
同
日
条
に
は
、「
冷
泉
院
釣
殿
に
於
て
花
宴
有
り
。
召
す

所
の
文
人
、
文
章
得
業
生
二
人
、
文
章
生
四
人
、
擬
文
章
生
二
十
人
、
学
生
藤
原

公
方
、
同
行
葛
、
旧
文
章
生
民
部
大
輔
保
光
朝
臣
、（
中
略
）
勘
解
由
判
官
源
順

等
な
り
。
式
部
大
輔
直
幹
朝
臣
等
文
人
を
相
率
ゐ
て
参
入
。
各
着
座
。
直
幹
を
召

し
て
講
師
と
為
す
。
然
る
に
直
幹
遅
参
。
仍
り
て
文
時
を
し
て
詩
を
講
ぜ
し
む
」

と
あ
る
。
文
時
の
詩
序
が
制
作
さ
れ
た
桜
花
宴
に
は
、
源
順
が
召
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
判
明
す
る
。

先
述
の
と
お
り
、
順
の
詩
は
伝
存
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
同
年
の
閏
三
月
に
、

順
は
、
文
時
の
序
と
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
詩
を
賦
し
て
い
る
。
順
の
詩
の
現
存

部
分
は
、
一
聯
の
み
で
、『
新
撰
朗
詠
集
』
閏
三
月
・
54
に
見
え
、『
和
漢
兼
作

集
』
巻
三
に
も
採
録
さ
れ
る
。

風
暖
嵩
煙
重
巻
翠　
　

風
暖
か
に
し
て
は
嵩す

う
え
ん煙

重
ね
て
翠み

ど
りを

巻
き

月
明
洛
水
再
沈
珠　
　

月
明
ら
か
に
し
て
は
洛
水
再
び
珠
を
沈
む

こ
の
一
聯
は
、
詩
の
句
題
の
題
意
を
、
故
事
を
用
い
て
展
開
し
た
頷
聯
か
頸

聯
と
推
定
さ
れ
る
。
幸
い
順
が
制
作
し
た
詩
序
も
残
っ
て
い
る
。
序
の
標
題
に

は
、「
後
三
月
、
陪
二

都
督
大
王
華
亭
一

、
同
賦
二

今
年
又
有
一レ

春
、
各
分
二

一
字
一

、

応
レ

教
」（『
本
朝
文
粋
』
巻
八
・
221
）
と
あ
る
。「
後
三
月
」
は
、
閏
三
月
に
同
じ

い（
５
）。

標
題
は
、
閏
三
月
に
大
宰
帥
親
王
の
華
亭
に
侍
っ
て
、
宴
の
参
加
者
が
と
も

に
「
今
年
又
有
春
」
と
い
う
句
題
で
、
韻
字
を
探
っ
て
詩
を
賦
し
た
と
い
う
。
句

題
は
、
今
年
は
閏
三
月
に
よ
っ
て
三
箇
月
の
春
の
後
に
重
ね
て
春
が
あ
る
と
い

う
意
で
あ
ろ
う
。
序
の
中
に
、「
聖
暦
改
元
」
と
あ
っ
て
二
月
に
天
徳
五
年
か
ら

改
元
さ
れ
た
応
和
元
年
の
閏
三
月
の
制
作
と
推
定
さ
れ
て
い
る（

６
）。

序
の
末
尾
は
、

「
人
皆
分
二

一
字
一

裁
二

四
韻
一

。
独
慙
探
二

珠
字
一

献
二

瓦
詞
一

。
云
レ

爾
」
と
結
ば
れ
て

い
て
、
順
の
佚
詩
が
「
珠
」
の
字
（
上
平
声
七
虞
韻
）
を
韻
字
に
す
る
こ
と
と
一

致
す
る
。

順
の
詩
の
中
で
は
、「
珠
」
は
月
を
譬
え
て
い
る
。
典
故
は
、
次
の
白
居
易
の

「
八
月
十
五
日
夜
、
同
二

諸
客
一

翫
レ

月
」（
巻
六
十
五
・3182

）
の
頷
聯
で
あ
る
。

嵩
山
表
裏
千
重
雪　
　

嵩
山
表
裏
千
重
の
雪

洛
水
高
低
両
顆
珠　
　

洛
水
高
低
両
顆
の
珠

右
の
「
珠
」
は
、
空
と
川
面
に
映
る
二
つ
の
月
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
詩
句
は
、

『
千
載
佳
句
』
八
月
十
五
夜
・
252
、『
和
漢
朗
詠
集
』
十
五
夜
付
月
・
243
に
摘
句
さ

れ
る
。
平
安
朝
で
大
変
好
ま
れ
、
多
く
の
表
現
に
引
か
れ
る
。
順
の
詩
は
、
白
詩

の
同
じ
「
空
間
」
の
中
で
見
ら
れ
る
二
つ
の
月
を
い
う
表
現
を
用
い
て
、
三
月
と

閏
三
月
と
が
あ
っ
て
同
じ
「
三
月
」
と
い
う
「
時
間
」
の
中
で
見
ら
れ
る
二
つ
の

月
を
表
現
す
る
と
い
う
工
夫
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

右
の
白
詩
は
、
文
時
の
「
花
光
水
上
浮
」
の
序
の
一
節
の
典
故
と
も
な
っ
て
い

る
。
こ
の
部
分
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
花
付
落
花
・
116
に
摘
句
さ
れ
る
。

　

９
瑩
日
瑩
風　

高
低
千
顆
萬
顆
之
玉

 

日
に
瑩
き
風
に
瑩
く　

高
低
千
顆
萬
顆
の
玉

染
枝
染
浪　

表
裏
一
入
再
入
之
紅

 

枝
を
染
め
浪
を
染
む　

表
裏
一
入
再
入
の
紅

文
時
の
句
の
「
玉
」
は
桜
花
の
譬
え
で
あ
る
。
閏
三
月
の
詩
宴
で
、
韻
字
に

「
珠
」
字
を
得
た
順
の
念
頭
に
は
、
桜
花
宴
の
文
時
の
詩
序
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
順
は
、
白
詩
と
、
文
時
の
詩
序
の
両
方
を
典
故
と
し
、
桜
花
宴
の
盛
儀
と
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閏
三
月
の
詩
宴
の
風
景
と
を
重
ね
て
表
現
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
二
─
（
二
）
源
順
の
詩
序

続
い
て
、
源
順
の
詩
序
を
読
み
た
い
。
標
題
の
「
浄
闍
梨
」
は
浄
蔵
（
八
九
一

─
九
六
四
）
で
あ
り
、
制
作
場
所
は
、
詩
序
３
「
祇
陀
園
之
南
」
の
「
洞
房
」
と

あ
り
、
雲
居
寺
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る（

７
）。

 

〔
標
題
〕
暮
春
、
於
浄
闍
梨
洞
房
、
同
賦
花
光
水
上
浮 

　

源
順

　

 

暮
春
、
浄
闍
梨
の
洞
房
に
於
い
て
、
同
じ
く
「
花
光
水
上
に
浮
か
ぶ
」
と
い
ふ

こ
と
を
賦
す 

源
順

（
大
意
）
暮
春
、
浄
闍
梨
の
洞
房
に
お
い
て
、
と
も
に
「
花
光
水
上
浮
」
と

い
う
こ
と
を
賦
す
。

〔
第
一
段
〕

１
発
句

　

密
隔
句

　

…

　

…

　

…
２
傍
字

　

雑
隔
句

　

…

夫李
老
之
立
玄
道●

也
、

猶
顕
春
台
於
五
千
文○

、

茅
君
之
昇
青
天○

也
、

常
占
春
洞
於
十
八
日
。

誠
知

一
年
之
美
景●

、
莫
先
自
春○

、

三
陽
之
佳
期○

、
尤
在
其
暮●

。

１
夫
れ

　

李
老
の
玄
道
を
立
つ
る
や
、

　

猶
ほ
春
台
を
五
千
の
文
に
顕
は
し
、

　

茅
君
の
青
天
に
昇
る
や
、

　

常
に
春
洞
を
十
八
日
に
占
む
。

２
誠
に
知
り
ぬ

　

 

一
年
の
美
景
は
、
春
よ
り
先
な
る

は
莫
し
、

　

 

三
陽
の
佳
期
は
、
尤
も
其
の
暮
に

在
る
を
。

３
傍
字

　

密
隔
句

　

…
４
緊
句
？

５
漫
句

況
復

祇
陀
園
之
南○

、
花
微
妙
風
芬
馥●

、

僧
伽
藍
之
裏●

、
苔
鮮
潔
水
潺
湲○

。

上
得
天
時○

、
下
得
地
勢●

、

中
得
闍
梨○

。

三
者
一
処
相
得
、

可
謂
未
曾
有
矣
。

３
況
ん
や
復
た

　

 

祇
陀
園
の
南
、
花
微
妙
な
り
風
芬

馥
た
り
、

　

 

僧
伽
藍
の
裏
、
苔
鮮
潔
な
り
水
潺

湲
た
り
。

４ 

上
に
天
の
時
を
得
、
下
に
地
の
勢

を
得
、
中
に
闍
梨
を
得
た
り
。

５
三
者
一
処
に
相
ひ
得
た
る
、

　

未
曾
有
と
謂
ふ
べ
し
。

（
大
意
）
１
『
老
子
』
に
も
「
春
台
」
の
語
が
あ
り
、
句
曲
山
の
故
事
も
春
の
こ

と
で
あ
る
。
２
春
は
一
年
で
景
色
が
最
も
美
し
く
、
春
の
中
で
も
三
月
が
よ
い
。

３
ま
し
て
、
祇
園
の
南
に
は
花
が
不
思
議
な
ほ
ど
美
し
く
咲
き
、
風
は
芳
し
く
香

り
、
寺
院
の
内
に
は
苔
が
き
よ
ら
か
で
、
水
は
さ
ら
さ
ら
と
細
く
流
れ
て
い
る
。

４
よ
い
時
節
と
土
地
と
浄
闍
梨
と
い
う
人
と
を
得
た
。
５
三
者
が
一
つ
の
場
所
に

揃
う
の
は
未
曾
有
の
こ
と
だ
。

続
く
〔
第
二
段
〕
で
は
、
句
題
「
花
光
水
上
浮
」
を
ふ
ま
え
て
、
花
の
鮮
や
か

な
色
が
水
面
に
映
り
、
花
と
水
と
の
区
別
が
曖
昧
に
な
る
光
景
を
描
く
。

６
発
句

７
緊
句

８
長
句

　

…
９
雑
隔
句

　

…

　

…

于
時

花
間
有
水●

、
水
上
有
花○

。

非
軽
葩
之
全
浮○

、

是
余
光
之
漫
映●

。

焰
焰
焼
浪●

、

髣
髴
火
井
之
夜
燃○

、

紛
紛
照
流○

、

６
時
に

７
花
の
間
に
水
有
り
、
水
の
上
に
花
有
り
。

８
軽
葩
の
全
く
浮
べ
る
に
非
ず
、

　

是
れ
余
光
の
漫み

だ

り
に
映
ぜ
る
な
り
。

９
焰
焰
と
し
て
浪
を
焼
く
、

　

火
井
の
夜
燃
ゆ
る
に
髣
髴
た
り
、

　

紛
紛
と
し
て
流
れ
を
照
ら
す
、
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…
10
傍
字

　

長
句

　

…
11
壮
句

12
雑
隔
句

　

…

　

…

　

…
13
漫
句

　

…

其
奈
琁
流
之
暁
媚●

。

至
彼

和
風
扇
兮
粧
弥
乱●

、

迅
瀬
咽
兮
影
不
閑○

、

花
非
花○

、
水
非
水●

。

欲
謂
之
水●

、

則
漢
女
施
粉
之
鏡
清
瑩○

、

欲
謂
之
花○

、

亦
蜀
人
濯
文
之
錦
粲
爛●

。

蒙
竊
惑
焉
、

未
知
所
以
弁
之
説
矣
。

　

琁
流
の
暁
に
媚
ぶ
る
に
其
れ
奈い

か
んせ

ん
。

10
彼
の

　

和
風
扇
い
で
粧
弥

い
よ
い
よ

乱
れ
、

　

迅
瀬
咽
ん
で
影
閑
な
ら
ざ
る
に
至
り
て
は
、

11
花
花
に
非
ず
、
水
水
に
非
ず
。

12
之こ

れ

を
水
と
謂
は
ん
と
欲
す
れ
ば
、

　

則
ち
漢
女
の
粉
を
施
す
鏡
清
瑩
た
り
、

　

之
を
花
と
謂
は
ん
と
欲
す
れ
ば
、

　

亦
た
蜀
人
の
文
を
濯
ふ
錦
粲
爛
た
り
。

13
蒙
竊ひ

そ

か
に
惑
ひ
、

　

未
だ
之
を
弁わ

き
まふ

る
所ゆ

ゑ
ん以

の
説
を
知
ら
ず
。

（
大
意
）
６
時
に
、
７
花
樹
の
間
に
水
が
有
り
、
水
の
上
に
花
が
有
る
。
８
軽
い

花
び
ら
を
す
べ
て
池
に
浮
べ
る
の
で
は
な
く
、
花
の
光
が
そ
ぞ
ろ
に
水
に
映
る
の

で
あ
る
。
９
ち
ろ
ち
ろ
と
浪
を
焼
く
の
は
、
火
井
が
夜
に
燃
え
る
よ
う
で
あ
り
、

ち
ら
ち
ら
と
流
れ
を
照
ら
す
の
は
、
渦
巻
く
流
れ
が
暁
に
媚
び
る
よ
う
で
あ
る
。

10
あ
の
和
風
が
吹
い
て
花
の
色
が
い
よ
い
よ
乱
れ
、
速
い
瀬
が
音
を
立
て
て
流
れ

て
花
の
影
が
静
か
で
は
な
い
様
に
な
っ
て
は
、
11
花
も
花
で
は
な
く
、
水
も
水
で

は
な
い
。
12
こ
れ
を
水
と
言
お
う
と
す
れ
ば
、
漢
の
美
女
が
化
粧
し
た
顔
を
映
し

た
鏡
が
清
ら
か
に
輝
い
て
お
り
、
こ
れ
を
花
と
言
お
う
と
す
れ
ば
、
蜀
の
国
の
人

が
文
様
を
織
り
出
し
て
す
す
ぐ
錦
が
き
ら
き
ら
と
輝
い
て
い
る
。
13
愚
者
は
ひ
そ

か
に
ま
ど
っ
て
、
花
と
水
と
を
弁
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

最
後
の
〔
第
三
段
〕
で
は
、
夕
方
に
な
っ
て
宴
が
終
わ
り
に
近
づ
く
頃
の
管
絃

の
様
子
、
笙
を
吹
く
少
年
を
描
く
。

〔
第
三
段
〕

14
発
句

　

緊
句

15
雑
隔
句

………16
漫
句

17
長
句

18
漫
句

19
緊
句

20
漫
句

21
漫
句

22
送
句

既
而

春
酒
未
釂●

、
晚
鐘
已
鳴○

。

俗
客
忘
帰○

、

染
心
者
煙
霞
之
色●

、

伶
人
自
会●

、

満
耳
者
管
絃
之
声○

。

中
有
一
児
、
吹
笙
絶
妙
。

伝
緱
嶺
之
一
曲●

、
似
潘
岳
之
再
生○

。

惣
是
音
声
菩
薩
之
化
。

聞
者
断
腸○

、
見
者
驚
魂○

。

今
日
之
遊
、
無
事
不
美
。

於
是
而
不
記
、
亦
記
何
事
哉
。

云
爾
。

14
既
に
し
て

　

 

春
の
酒
未
だ
釂

の
み
つ
くさ

ず
、
晚
の
鐘

已
に
鳴
る
。

15
俗
客
帰
る
を
忘
る
、

　

心
を
染
む
る
者
は
煙
霞
の
色
、

　

伶
人
自
ら
会
す
、

　

耳
に
満
て
る
者
は
管
絃
の
声
。

16 

中
に
一
児
有
り
、
笙
を
吹
く
こ

と
絶
妙
な
り
。

17 

緱
嶺
の
一
曲
を
伝
へ
、
潘
岳
の

再
生
に
似
た
り
。

18
惣
て
是
れ
音
声
菩
薩
の
化
。

19 

聞
く
者
腸
を
断
ち
、
見
る
者
魂

を
驚
か
す
。

20 

今
日
の
遊
、
事
と
し
て
美
な
ら

ざ
る
は
無
し
。

21 

是こ
こ

に
於
て
記
せ
ず
は
、
亦
た
何

事
を
記
せ
ん
哉
と
。

22
云
ふ
こ
と
爾
り
。

（
大
意
）
14
春
の
酒
は
未
だ
飲
み
尽
く
さ
な
い
が
、
晚
の
鐘
が
已
に
鳴
っ
た
。
15

俗
客
は
帰
る
の
を
忘
れ
て
、
そ
の
心
を
染
め
る
の
は
煙
霞
の
色
で
あ
り
、
楽
人
は

自
ら
に
会
し
て
、
耳
に
満
ち
る
の
は
管
絃
の
音
で
あ
る
。
16
そ
の
中
に
一
人
の
子

ど
も
が
い
て
、
笙
を
吹
く
こ
と
に
極
め
て
巧
み
で
あ
る
。
17
王
子
喬
の
一
曲
を
伝
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え
、
潘
岳
が
再
び
生
ま
れ
た
よ
う
で
、
18
す
べ
て
音
声
菩
薩
の
化
身
と
も
い
う
べ

き
で
あ
る
。
19
聞
く
者
は
腸
を
断
ち
、
見
る
者
は
魂
を
驚
か
す
。
20
今
日
の
遊
び

は
、
事
と
し
て
美
で
な
い
も
の
は
な
い
。
21
も
し
、
こ
れ
を
記
さ
な
か
っ
た
ら
、

ま
た
何
事
を
記
す
と
い
う
の
か
、
22
と
い
う
次
第
で
あ
る
。

　

源
順
の
詩
序
は
、
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
。

三
、
詩
序
二
篇
の
関
わ
り
─
序
の
表
現
・
文
体
・
構
成

続
い
て
、
本
節
で
は
、
文
時
と
順
の
詩
序
二
篇
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の

か
を
、
序
の
表
現
・
文
体
・
構
成
の
点
か
ら
、
検
討
す
る
。

　
三
─
（
一
）
表
現
の
類
似

二
篇
の
序
の
表
現
の
類
似
は
、
す
ぐ
に
気
付
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
次
に
表

現
の
類
似
す
る
箇
所
を
挙
げ
る
。

（
イ
）
文
時
１　
　

冷
泉
院
者
、
万
葉
之
仙
宮
、
百
花
之
一
洞
也
。

 

順
（
標
題
）
浄
闍
梨
洞
房

（
ロ
）
文
時
11　
　

嗟
呼
、
花
之
遇
時
、
水
之
得
地
者
歟
。

 

順
４
・
５　

 

上
得
天
時
、
下
得
地
勢
、
中
得
闍
梨
。
三
者
一
処
相
得
、
可

謂
未
曾
有
矣
。

（
ハ
）
文
時
10　
　

 

誰
謂
水
無
心
、
濃
艶
臨
兮
波
変
色
、
誰
謂
花
不
語
、
軽
漾
激

兮
影
動
脣
。

 

順
12　
　
　

 

欲
謂
之
水
、
則
漢
女
施
粉
之
鏡
清
瑩
、
欲
謂
之
花
、
亦
蜀
人

濯
文
之
錦
粲
爛
。

（
イ
）
で
は
、
仙
人
の
住
ま
い
を
い
う
「
洞
」
の
字
で
、
宴
の
場
所
を
表
す
こ

と
が
共
通
し
て
い
る
。

（
ロ
）
で
、
文
時
11
は
、
花
は
よ
い
時
節
に
遇
い
、
水
は
よ
い
場
所
を
得
た
も
の

だ
と
い
い
、
こ
れ
に
対
し
て
、
順
４
・
５
で
は
、
よ
い
時
節
と
場
所
を
得
た
ば
か

り
で
は
な
く
、
す
ぐ
れ
た
人
も
得
た
と
し
て
い
る
。
文
時
の
序
で
は
二
つ
の
要
素

だ
っ
た
と
こ
ろ
を
、
順
は
三
つ
の
要
素
に
増
や
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
ハ
）
は
、
第
二
段
の
句
題
「
花
光
水
上
浮
」
の
意
、
花
の
鮮
や
か
な
色
は
水

面
に
も
映
る
と
い
う
こ
と
を
表
現
し
た
部
分
で
あ
る
。
ま
ず
、「
謂
」
と
い
う
語

が
二
篇
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
。
文
時
は
水
面
に
映
る
花
を
、
水
が
心
を
持
っ
た

り
花
が
話
を
し
た
り
す
る
よ
う
だ
と
擬
人
化
し
て
描
く
。
順
は
、
水
面
に
映
る
花

を
、
美
女
の
頬
紅
を
し
た
化
粧
姿
が
映
っ
た
鏡
や
、
蜀
江
の
錦
に
喩
え
て
い
る
。

特
に
順
の
対
句
の
前
半
の
美
女
は
、
文
時
の
序
の
擬
人
化
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
ね
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。（
ハ
）
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
・
春
・
花
（
117
・

118
）
に
並
ん
で
収
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
和
漢
朗
詠
集
』
に
摘
句
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
句
題
を
表
現
す
る
箇
所
は
、
序
の
作

者
が
力
を
入
れ
て
制
作
す
る
部
分
で
あ
り
、
そ
の
部
分
の
評
価
が
、
作
品
全
体
の

評
価
に
も
繋
が
り
、『
本
朝
文
粋
』
に
収
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る（

８
）。

以
上
の
よ
う
に
、
順
の
序
は
、
文
時
の
序
の
表
現
を
ふ
ま
え
て
お
り
、
従
来
不

明
と
さ
れ
て
き
た
、
二
篇
の
詩
序
の
先
後
関
係
は
、
文
時
の
序
が
先
に
作
ら
れ
、

順
の
序
が
後
と
考
え
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。
順
の
序
第
二
段
で
、
文
時
序
の
描
く

冷
泉
院
の
光
景
が
思
い
浮
か
ぶ
こ
と
も
面
白
さ
と
捉
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

た
だ
し
、
順
の
序
で
は
第
三
段
に
少
年
が
登
場
し
て
い
て
、
作
品
の
興
趣
は
文
時

の
序
と
大
き
く
異
な
る
と
い
え
よ
う
。
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三
─
（
二
）
文
体
の
比
較

次
に
、『
作
文
大
体
』（
観
智
院
本
）
を
用
い
て
、
二
篇
の
詩
序
の
対
句
を
分

類
し
て
比
較
し
て
み
た
い
。『
作
文
大
体
』
は
、
漢
詩
文
制
作
の
た
め
の
手
引

き
書
で
、
鎌
倉
期
の
観
智
院
本
が
最
古
の
形
態
を
示
す
と
さ
れ
る
。
そ
の
内
容

は
、（
一
）
序
、（
二
）
十
則
、（
三
）
筆
大
体
、（
四
）
詩
本
体
、（
五
）
詩
雑
例
、

（
六
）
文
鏡
秘
府
論
引
用
と
な
っ
て
い
る
。（
二
）
十
則
は
句
題
詩
の
制
作
上
の
標

準
を
示
し
た
部
分
で
あ
り
、
源
順
の
作
と
推
定
さ
れ
て
い
る（

９
）。

　
（
三
）「
筆
大
体
」）

（1
（

で
は
、
文
章
を
構
成
す
る
対
句
を
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
。

以
下
、
各
句
の
説
明
の
字
句
の
み
示
し
、
例
句
は
省
略
す
る
。

壮セ
ウ

句
〈
三
字
有リ
レ

対
。
発
句ノ

之
次ニ

用ル
レ

之ヲ

。
但シ

賦
及ヒ

序ニ
ハ

未ス
二

必シ
モ

用
一レ

之ヲ

。
随テ

レ

形ニ

施ス
レ

之
。
可
レ

調フ
二

平
他ノ

声ヲ
一

〉

緊キ
ン

句
〈
四
字
有リ
レ

対
。
或
施
レ

胸
、
或
施
レ

腹
、
或
施
レ

腰
。
賦ニ

ハ

多ク

可シ
レ

施
レ

胸ニ

云
々
。
可
レ

調
二

平
他
声
一

〉

長
句
〈
従
二

五
字
一

至
二

九
字
一

用
レ

之
。
或
云ヘ

リ
二

十
余
字
一

。
有
レ

対
、
可
レ

調
二

平
他
声
一

。
或
施
レ

頭
、
施
レ

腹
。
賦ニ

ハ

或
猶
見タ

リ
レ

可シ
レ

施
レ

腹ニ

也
〉

隔カ
ク

句
〈
有リ
二

六ノ

体
一

。
軽
重
疎
密
平
雑
也
。
軽
重ヲ

為ス
レ

勝ナ
リ
ト。

疎
密
次

ツ
キ
ナ
リ

之
。
平

雑
次
之
。
六
体
同
可
レ

調
二

平
他
声ヲ
一

〉
軽
隔
句
〈
上
四
、
下
六
〉
／
重

チ
ヨ
ウ

隔カ
ク

句

〈
上
六
、
下
四
〉
／
疎
隔
句
〈
上
三
、
下
不
レ

限
二

多
少
一

〉
／
密ヒ

チ

隔カ
ク

句
〈
上

五
已
上
、
下
六
已
上
。
或
上
多
少
、
下
三
有
レ

体
〉
／
平ヘ

イ

隔
句
〈
上
下
或
四
、

或
五
〉
／
雑
隔
句
〈
或
上
四
、
下
五
七
八
。
或
下
四
、
上
六
五
七
八
〉

　

右
で
は
、
隔
句
は
六
種
に
分
類
さ
れ
、
軽
・
重
隔
句
が
最
も
優
れ
、
疎
・
密
隔

句
が
少
し
劣
り
、
平
・
雑
隔
句
が
さ
ら
に
劣
る
と
ラ
ン
ク
が
示
さ
れ
る
。
先
に
読

ん
だ
文
時
・
順
の
詩
序
の
そ
れ
ぞ
れ
の
句
に
、「
筆
大
体
」
の
句
の
名
称
を
附
し

た
が
、
次
に
対
句
の
数
を
数
え
て
示
す
。
二
篇
と
も
に
序
全
体
の
句
の
数
は
22
で

あ
る
。

《
文
時
》（
直
対
）
緊
句
９
・
長
句
７
／
（
隔
句
対
）
密
隔
句
１
・
雑
隔
句
３

 

／
／
（
計
）
20

《
順
》　 

（
直
対
）
緊
句
４
・
長
句
３
／
（
隔
句
対
）
密
隔
句
２
・
雑
隔
句
４

 

／
／
（
計
）
13

ま
と
め
る
と
、
文
時
と
順
の
詩
序
に
、
対
句
は
多
用
さ
れ
る
が
、「
筆
大
体
」

に
お
い
て
優
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
軽
隔
句
、
重
隔
句
は
見
ら
れ
な
い
。「
筆
大
体
」

は
、『
賦
譜
』（
賦
の
創
作
指
南
書
。
西
暦
八
五
〇
年
以
前
に
中
唐
で
編
纂
か
。
日

本
に
の
み
伝
存
。
五
島
美
術
館
蔵
）
と
句
の
分
類
、
例
句
が
一
致
す
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
る

）
（（
（

。『
賦
譜
』
の
隔
句
を
説
明
す
る
箇
所
を
、
例
句
を
除
い
て
、
小
西
甚

一
氏
の
翻
刻
、
訓
点
に
よ
り
示
す
。

隔
／
隔
句
対
者
、
其
辞
云
。
隔
体
有
レ

六
。
軽
、
重
、
疎
、
蜜

（
マ
マ
）、

平
、
雑
。

／
軽
隔
者
、
如
下

上
有
二

四
字
一

下
六
字
上

。
／
重
隔
、
上
六
下
四
。
／
疎
、
上

三
、
下
不
レ

限
二

多
少
一

。
／
密
、
上
五
已
上
、
下
亦
已
上
字
。
／
平
者
、
上

下
或
四
或
五
字
等
。
／
雑
者
、
或
上
四
下
五
七
八
、
或
下
四
上
亦
五
七
八
字
。

／
此
六
隔
、
皆
為
二

文
之
要
一

。
堪
二

常
用
一

。
但
務
二

暈
澹
一

耳
。
就
中
、
軽
重

為
レ

最
、
雑
次
レ

之
、
疎
蜜

（
マ
マ
）次

レ

之
、
平
為
レ

下
。

「
筆
大
体
」
と
異
な
る
点
は
、
密
隔
句
の
「
或
上
多
少
、
下
三
有
レ

体
」
の
部
分
が

『
賦
譜
』
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
と
、
最
後
の
「
此
六
隔
」
以
下
の
部
分
が
「
筆
大

体
」
の
説
明
よ
り
詳
し
い
こ
と
で
あ
る
。「
暈う

ん

澹せ
い

」
は
「
暈
淡
」
に
同
じ
。
あ
や
、

い
ろ
ど
り
の
あ
わ
い
こ
と
を
い
う
か
。『
元
氏
長
慶
集
』
巻
三
十
の
「
叙
レ

詩
寄
二

楽
天
一

書
」
に
「
近
世
婦
人
暈
二

淡
眉
目
一

、
綰
二

約
頭
鬢
一

」
と
、
女
性
の
容
飾
が

あ
っ
さ
り
し
た
さ
ま
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。「
此
六
隔
」
以
下
の
説
明
は
、
隔
句
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は
文
章
の
要
で
常
用
で
き
る
も
の
だ
が
、
淡
泊
で
平
明
で
あ
る
こ
と
を
追
究
す
る

よ
う
に
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
特
に
四
六
文
の
基
本
と
な
る
四
字
句
と
六
字
句
と

で
対
偶
を
な
す
軽
・
重
隔
句
が
優
れ
て
い
る
と
い
う
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
次

ぐ
ラ
ン
ク
付
け
は
、
雑
隔
句
、
そ
の
下
が
疎
・
密
隔
句
、
さ
ら
に
下
が
平
隔
句
と

さ
れ
る
。

「
筆
大
体
」
に
は
、
例
句
と
し
て
文
時
の
当
該
序
、
順
の
「
河
原
院
賦
」
が
挙

げ
ら
れ
て
お
り
、『
作
文
大
体
』
に
、
こ
の
部
分
が
増
補
さ
れ
た
の
は
、
文
時
、

順
よ
り
後
の
時
代
と
推
定
さ
れ
る
。
平
安
朝
の
漢
詩
文
制
作
の
指
南
書
で
成
書
と

し
て
伝
存
す
る
も
の
は
、『
文
鏡
秘
府
論
』
の
他
は
、
こ
の
『
作
文
大
体
』
の
み

で
あ
り
、
詩
序
の
分
析
と
い
え
ば
、「
筆
大
体
」
の
句
の
分
類
呼
称
が
用
い
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
。
た
だ
、
隔
句
対
の
用
い
方
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
賦
と
序
と
で

は
追
究
す
べ
き
趣
が
異
な
り
、
句
の
選
び
方
に
違
い
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

文
時
と
順
の
詩
序
の
句
の
分
類
か
ら
い
え
る
こ
と
は
、
平
声
・
仄
声
（『
作
文

大
体
』
で
は
「
他
」）
は
、
文
時
３
緊
句
と
、
順
19
緊
句
と
を
除
い
て
は
整
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
順
の
詩
序
は
隔
句
対
が
多
く
、
文
時
よ
り
隔
句
対
を
増

や
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
三
─
（
三
）
序
の
構
成
・
表
現
形
式

続
い
て
、
文
時
と
順
の
詩
序
の
構
成
と
表
現
形
式
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
佐
藤

道
生
氏
に
よ
る
句
題
詩
の
詠
法
の
創
始
と
詩
序
に
関
す
る
説
を
、
私
に
（
イ
）
か

ら
（
ニ
）
に
ま
と
め
る

）
（1
（

。

（
イ 

）
平
安
後
期
の
句
題
詩
は
七
言
律
詩
で
作
ら
れ
、
日
本
独
自
に
慣
例
化
し
た
規

則
が
存
在
し
た
。

　

 

首
聯
─ 

「
題
目
」
句
題
の
五
文
字
を
全
て
こ
の
中
に
詠
み
込
む
。

　

 

頷
・
頸 

聯
─
「
破
題
」（「
本
文
」）
句
題
の
題
意
を
、
別
の
語
に
置
き
換
え

た
り
、
故
事
（
当
時
は
本
文
と
い
っ
た
）
を
用
い
た
り
し
て
、
敷
衍
、

展
開
す
る
。

　

 

尾
聯
─  

「
述
懐
」
句
題
の
題
意
を
ふ
ま
え
て
自
ら
の
思
い
の
た
け
を
述
べ
る
。

（
ロ 

）『
天
徳
三
年
八
月
十
六
日
闘
詩
行
事
略
記
』
所
収
詩
の
う
ち
、
文
時
の
詩
五

首
の
み
が
句
題
詩
の
詠
法
で
作
ら
れ
て
い
る
。
源
順
の
詩
は
詠
法
が
意
識
さ

れ
て
い
な
い
。
天
徳
三
年
は
西
暦
九
五
九
年
。

（
ハ 

）
平
安
後
期
の
句
題
詩
の
詩
序
は
三
段
に
分
け
て
書
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ

う
な
内
容
で
あ
る
。

　

  〔
第
一
段
〕
宴
の
概
要
、〔
第
二
段
〕
当
日
の
風
景
・
宴
の
模
様
の
描
写
─
─

句
題
詩
の
場
合
は
句
題
を
ふ
ま
え
て
表
現
し
、
句
題
詩
の
詠
法
に
対
応
し
て

構
成
す
る
─
─
、〔
第
三
段
〕
詩
を
披
講
す
る
時
の
到
来
・
作
者
の
謙
遜
の
辞

な
ど
の
結
び

（
ニ 

）「『
本
朝
文
粋
』
所
収
の
句
題
の
詩
序
を
検
討
す
る
と
、
句
題
詩
の
詠
法
に

し
た
が
っ
て
詩
題
に
関
わ
る
段
を
為
し
て
い
る
作
者
で
最
も
遡
る
の
は
や
は

り
菅
原
文
時
な
の
で
あ
る
。
文
時
以
前
の
菅
原
道
真
、
紀
長
谷
雄
、
三
善
清

行
、
菅
原
淳
茂
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
文
時
よ
り
も
少
し
先
輩
に
当
る
大
江

朝
綱
、
兄
の
雅
規
、
同
世
代
の
藤
原
篤
茂
と
い
っ
た
人
々
の
作
品
に
於
い
て

は
、
句
題
詩
の
詠
法
は
全
く
意
識
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
が
文
時
よ
り
も
下

の
世
代
の
作
品
に
な
る
と
、
そ
の
多
く
に
句
題
詩
の
詠
法
と
の
関
わ
り
が
見

出
さ
れ
る
。
過
渡
的
な
段
階
に
あ
る
の
が
、
源
順
、
紀
斉
名
、
慶
滋
保
胤
の

詩
序
で
あ
り
、
句
題
詩
の
詠
法
を
ふ
ま
え
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い

こ
と
も
あ
る
。
降
っ
て
大
江
以
言
と
大
江
匡
衡
の
詩
序
は
構
造
上
文
時
の
そ
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れ
に
極
め
て
近
い
も
の
が
あ
る
。」（
二
〇
〇
三
年
・
第
十
一
章
、
傍
線
は
筆

者
）。
な
お
、
文
時
の
詩
序
で
第
二
段
を
句
題
詩
の
詠
法
に
対
応
し
て
構
成
す

る
例
と
し
て
、
康
保
三
年
（
九
六
六
）
制
作
の
詩
序
「
仲
春
内
宴
、
侍
二

仁
寿

殿
一

、
同
賦
三

鳥
声
韻
二

管
絃
一

、
応
レ

製
」（『
本
朝
文
粋
』
巻
十
一
・
340
）
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
説
を
ふ
ま
え
て
、
菅
原
文
時
の
句
題
「
花
光
水
上
浮
」
の
詩
序
の
第
二

段
の
表
現
形
式
を
分
析
す
る
と
、
次
の
と
お
り
、
句
題
詩
の
詠
法
に
従
っ
て
書
か

れ
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

７
観
其

　

花0

綻
在
岸
、
水0

清
盈
科
。

８
花0

垂
映
而
水0

下
照
、
水
浮
光

0

0

0

而
花
上

0

0

鮮
。　
　
　

以
上
「
題
目
」

９
瑩花

光

日
瑩
風
、
高

水

上

浮

低
千
顆
万
顆
之
玉
、

　

染
枝花

光
水
上
浮

染
浪
、
表
裏
一
入
再
入
之
紅
。　
　
　
　
　

以
上
「
破
題
」

10
誰

花

光

水

上

浮

謂
水
無
心
、
濃
艶
臨
兮
波
変
色
、

　

誰
花

光

水

上

浮

謂
花
不
語
、
軽
漾
激
兮
影
動
脣
。　
　
　
　
　

以
上
「
破
題
」（
本
文
）

11
嗟
呼
、

　

花
之
遇
時
、
水
之
得
地
者
歟
。

10
の
典
故
は
、『
白
氏
文
集
』
の
「
過
二

元
家
履
信
宅
一

」（
巻
五
十
七
・2799
）

の
「
落
花
不
レ

語
空
辞
レ

樹
、
流
水
無
レ

情
自
入
レ

池
」
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
源
順
の
句
題
「
花
光
水
上
浮
」
の
詩
序
の
第
二
段
も
、
同
じ
形
式
で

書
か
れ
て
い
る
。
10
で
は
、
文
時
よ
り
「
破
題
」
を
増
や
し
た
と
思
わ
れ
る
。

６
于
時

７
花0

間
有
水0

、
水
上

0

0

有
花0

。

８
非
軽
葩
之
全
浮0

、
是
余
光0

之
漫
映
。
以
上
「
題
目
」

９
焰
焰花

光
水
上
浮

焼
浪
、
髣
髴
火
井
之
夜
燃
、

　

紛
紛花

光
水
上
浮

照
流
、
其
奈
琁
流
之
暁
媚
。
以
上
「
破
題
」

10
至
彼　

　

和
風
扇
兮
粧花

光
弥
乱
、
迅

水

上

浮

瀬
咽
兮
影
不
閑
、　　
　

 

以
上
「
破
題
」

11
花
非
花
、
水
非
水
。

12
欲
謂
之
水
、
則花

光

水

上

浮

漢
女
施
粉
之
鏡
淸
瑩
、

　

欲
謂
之
花
、
亦花

光

水

上

浮

蜀
人
濯
文
之
錦
粲
爛
。　
　
　
　

以
上
「
破
題
」（
本
文
）

13
蒙
竊
惑
焉
、
未
知
所
以
弁
之
説
矣
。

12
の
典
故
は
す
で
に
『
本
朝
文
粋
註
釈
』
に
指
摘
が
あ
り
、「
漢
女
施
粉
」
は
、

『
文
選
』
巻
四
の
左
思
「
蜀
都
賦
」
の
「
巴
姫
弾
レ

弦
、
漢
女
擊
レ

節
」
と
そ
の
李

善
注
「
巴
姫
、
漢
之
美
人
。
猶
二

衛
之
雅
質
、
蔡
之
幼
女
一

」
を
ふ
ま
え
る
。
対
に

さ
れ
た
「
蜀
人
濯
錦
」
は
、『
華
陽
国
志
』（
蜀
志
）
の
「
錦
江
織
レ

錦
濯
二

其
中
一

則
鮮
明
、
濯
二

他
江
一

則
不
レ

好
、
故
命
曰
二

錦
里
一

也
」
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、『
本
朝
文
粋
』
に
収
め
ら
れ
た
源
順
の
詩
序
十
七
篇
を
見
て
ゆ
く
と
、

後
に
掲
げ
た
附
表
「
菅
原
文
時
・
源
順　

詩
序
作
品
表
」
に
示
す
よ
う
に
、
天
暦

七
年
（
九
五
三
）
以
前
の
学
生
の
時
の
作
品
か
ら
、「
句
題
詩
の
詠
法
」
に
従
っ

て
詩
題
に
関
わ
る
段
を
為
す
も
の
が
あ
る
。
次
の
例
は
、
順
が
学
生
か
ら
文
章
生

に
な
っ
た
天
暦
七
年
（
九
五
三
）
に
作
ら
れ
た
詩
序
「
初
冬
、
於
二

栖
霞
寺
一

、
同

賦
二

霜
葉
満
レ

林
紅
一

、
応
二

李
部
大
王
教
一

」（『
本
朝
文
粋
』
巻
十
・
311
）
の
第
二

段
で
あ
る
。

観
夫

霜0

迎
冬
白
、
葉
満
林
紅

0

0

0

0

。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
「
題
目
」

樹霜

葉

満

林

紅

々
伝
錦
里
之
風
、
枝霜

葉

満

林

紅

々
帯
炎
州
之
火
。　
　
　
　

 

以
上
「
破
題
」（
本
文
）

至
夫
鎖
洞
門
兮
暁
積
、
掩
巌
泉
兮
寒
浮
、
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鹿
苑
跡
埋
、
寸霜

葉

満

林

紅

歩
無
青
苔
之
地
、

鷺
池
影
変
、
尺霜

葉

満

林

紅

波
非
曝
布
之
流
者
也
。　
　
　
　
　

以
上
「
破
題
」

右
の
「
錦
里
」
の
典
故
は
「
花
光
水
上
浮
」
詩
序
12
後
半
に
同
じ
。「
炎
州
」
は

『
本
朝
文
粋
註
釈
』
に
は
「
十
洲
記
云
、
炎
洲
、
在
二

南
海
中
一

…
有
二

火
林
山
一

、

山
中
有
二

火
光
獣
一

、
大
如
レ

鼠
、
…
晦
夜
即
見
二

此
山
林
一

、
乃
是
此
獣
光
照
、
状

如
二

火
光
一

相
似
」
と
い
う
典
故
が
挙
げ
ら
れ
る
。

新
し
い
詩
序
の
表
現
形
式
を
学
生
だ
っ
た
順
が
創
始
し
て
定
着
し
た
と
は
考
え

に
く
い
が
、
順
が
詩
序
の
形
式
の
展
開
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
可
能
性
は
高

い
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
文
時
と
順
と
の
関
係

　
四
─
（
一
）
文
時
と
順
の
経
歴

菅
原
文
時
（
昌
泰
二
年
（
八
九
九
）
─
天
元
四
（
九
八
一
））

（1
（

）
は
、
道
真
の
孫
、

高
視
の
次
男
。
三
歳
の
時
に
祖
父
の
左
遷
に
遇
う
。
天
慶
五
年
（
九
四
二
）
に
四

十
四
歳
で
対
策
に
及
第
。
大
内
記
、
左
少
弁
を
経
て
、
天
暦
十
年
（
九
五
六
）
文

章
博
士
と
な
る
。「
花
光
水
上
浮
」
の
詩
序
の
制
作
さ
れ
た
天
徳
五
年
（
九
六
一
）

は
、
二
月
十
六
日
に
応
和
と
改
元
。
こ
の
年
号
を
勧
申
す
る
。『
改
元
部
類
』
に

は
、
右
中
弁
兼
大
学
頭
文
章
博
士
と
あ
る
。
康
保
元
年
（
九
六
四
）
に
式
部
権
大

輔
に
任
じ
、
天
延
二
年
（
九
七
四
）
に
正
四
位
下
に
叙
さ
れ
た
。
貞
元
三
年
（
九

七
八
）
に
式
部
大
輔
に
転
じ
、
再
三
の
申
請
で
天
元
四
年
（
九
八
一
）
正
月
に
従

三
位
と
な
り
、
九
月
に
八
十
三
歳
で
歿
し
た
。
家
集
『
文
芥
集
』
は
散
佚
。
菅
三

品
と
称
す
。

源
順
（
延
喜
十
一
年
（
九
一
一
）
─
永
観
元
年
（
九
八
三

）
（1
（

））
は
、
嵯
峨
源
氏
、

至
の
孫
、
挙
（
あ
る
い
は
攀
）
の
男
。
文
時
よ
り
十
二
歳
下
で
あ
る
。
三
十
六
歌

仙
の
一
人
。
承
平
四
、
五
年
（
九
三
四
、
五
）
頃
『
和
名
類
聚
抄
』
を
著
す
。
天

暦
五
年
（
九
五
一
）、
梨
壺
に
撰
和
歌
所
を
設
け
、『
萬
葉
集
』
の
訓
釈
と
『
後
撰

和
歌
集
』
の
撰
集
が
行
わ
れ
た
が
、
勅
命
に
よ
り
そ
の
任
に
当
た
る
。
同
七
年
に

文
章
生
、
同
十
年
に
勘
解
由
判
官
。
応
和
二
年
（
九
六
二
）
に
民
部
少
丞
に
任
じ
、

つ
い
で
東
宮
蔵
人
に
補
さ
れ
た
。
天
延
元
年
（
九
七
三
）
従
五
位
上
、
天
元
二
年

（
九
七
九
）
能
登
守
と
な
る
。

両
者
が
関
わ
っ
た
文
事
と
し
て
、
ま
ず
、
天
徳
三
年
（
九
五
九
）
の
内
裏
詩

合
が
挙
げ
ら
れ
る
。
二
人
は
、
作
者
（
四
名
）
と
し
て
詩
を
賦
す
。
応
和
元
年

（
九
六
一
）
に
は
、
当
該
の
「
花
光
水
上
浮
」
の
桜
花
宴
が
催
さ
れ
た
。
貞
元
二

年
（
九
七
七
）
藤
原
頼
忠
主
宰
の
前
栽
歌
合
で
は
、
文
時
が
和
歌
真
名
序
を
作
り
、

順
は
歌
人
（
十
二
名
）
の
一
人
と
し
て
召
さ
れ
て
い
る
。

　
四
─
（
二
）『
本
朝
文
粋
』
に
お
け
る
文
時
と
順

前
節
で
は
、『
本
朝
文
粋
』
に
残
る
作
品
中
、
文
時
の
創
始
し
た
と
さ
れ
る
形

式
の
詩
序
と
し
て
は
、
順
の
詩
序
の
方
が
文
時
の
も
の
よ
り
早
い
時
期
に
作
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
改
め
て
「
花
光
水
上
浮
」
詩
序
の
制
作
か
ら
約
百
年

後
、
天
喜
・
康
平
年
間
（
一
〇
五
三
─
六
五
）
に
編
纂
さ
れ
た
と
さ
れ
る
『
本
朝

文
粋
』
に
お
け
る
文
時
と
順
の
作
品
の
状
況
を
ま
と
め
て
み
た
い
。

『
本
朝
文
粋
』
全
十
四
巻
に
は
、
弘
仁
期
（
八
一
〇
─
八
二
四
）
か
ら
長
元
期

（
一
〇
二
八
─
一
〇
三
七
）
の
約
二
百
年
間
に
亘
る
四
三
二
篇
の
作
品
が
収
録
さ

れ
る
。
文
体
は
、
三
九
を
数
え
る
。
最
も
作
品
数
の
多
い
序
は
、
巻
八
か
ら
巻
十

一
の
一
五
六
篇
で
、
書
序
六
篇
、
詩
序
一
三
九
篇
、
和
歌
序
十
一
篇
に
分
け
ら
れ
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て
い
る
。
次
に
、
文
時
と
順
の
作
品
数
を
文
体
別
に
示
す
。（　

）
内
が
作
品
数

で
あ
る
。

（
イ
）『
本
朝
文
粋
』
収
載
の
菅
原
文
時
の
文
体
別
の
作
品
数
、
合
計　

38
篇

　

 

賦
（
２
）・
詔
（
２
）・
勅
答
（
３
）・
意
見
封
事
（
１
）・
対
冊
（
１
）・

　

 

論
奏
（
１
）・
表
（
９
）・
奏
状
（
５
）・
書
状
（
１
）・
序
（
７
）・
行
（
１
）・

　

 

讃
（
１
）・
銘
（
２
）・
願
文
（
１
）・
諷
誦
文
（
１
）

（
ロ
）『
本
朝
文
粋
』
収
載
の
源
順
の
文
体
別
の
作
品
数
、
合
計　

32
篇

　

 

賦
（
１
）・
雑
詩
（
８
）・
奏
状
（
３
）・
序
（
18
）・
奉
行
文
（
１
）・

　

 

禁
制
文
（
１
）

（
イ
）
の
と
お
り
、『
本
朝
文
粋
』
で
は
、
文
時
の
作
品
は
、
文
人
官
僚
が
作
る

文
体
が
一
通
り
収
め
ら
れ
て
い
る
。（
ロ
）
の
順
の
方
は
、
序
に
偏
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
順
は
、
宴
が
主
な
作
品
制
作
の
場
で
あ
り
、
詩
序
の
表
現
形
式
に

も
工
夫
を
重
ね
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

四
─
（
三
）『
江
談
抄
』
に
描
か
れ
た
文
時
と
順

「
花
光
水
上
浮
」
の
詩
序
の
制
作
か
ら
一
五
〇
年
余
り
後
、
天
永
二
年
（
一
一

一
一
）
頃
に
成
立
し
た
『
江
談
抄
』
に
は
、
文
時
と
順
の
序
に
関
す
る
大
江
匡
房

の
二
つ
の
言
談
が
、
藤
原
実
兼
に
よ
っ
て
筆
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、『
江
談
抄
』

類
聚
本
・
巻
六
・
14
に
は
、
文
時
の
詩
序
の
一
節
の
後
に
、
冒
頭
を
聞
き
天
皇
が

宴
の
場
に
留
ま
っ
た
と
い
う
出
来
事
が
記
さ
れ
て
い
る

）
（1
（

。

瑩
レ

日
瑩
レ

風
、
高
低
千
顆
万
顆
之
玉
、
染
レ

枝
染
レ

浪
、
表
裏
一
入
再
入
之
紅
。

 

花
光
浮
水
上
詩
序　

三
品

此
序
冷
泉
院
花
宴
也
。
序
遅
無
レ

極
。
主
上
欲
二

還
御
一

。
而
依
レ

聞
二

序
首
一

留

給
。
萬
葉
仙
宮
、
百
花
一
洞
也
云
々
。

一
方
、『
江
談
抄
』
水
言
鈔
・
22
に
は
、
順
の
序
を
『
扶
桑
集
』
に
入
れ
る
べ

き
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
匡
房
の
発
言
が
見
え
る
。

又
云
、
扶
桑
集
中
順
作
尤
多
。
時
人
難
レ

之
。
問
、
順
序
、
多
レ

自
二

紀
家
序
一

如
何
。
答
、
花
光
浮
二

水
上
一

序
順
序
。
専
不
レ

可
レ

入
也
。
斉
名
以
三

其
為
二

祖

師
一

多
入
之
由
、
時
人
難
レ

之
。

右
の
条
で
、
匡
房
は
、『
扶
桑
集
』
中
の
順
の
作
品
の
多
さ
が
、
編
纂
さ
れ
た
当

時
の
人
々
に
非
難
さ
れ
た
と
言
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
実
兼
は
、
順
の
詩
序
が
紀

長
谷
雄
の
詩
序
よ
り
多
い
こ
と
は
ど
う
か
と
尋
ね
る
。
匡
房
は
、「「
花
光
水
上

浮
」
の
序
は
順
の
序
で
あ
る
。
決
し
て
収
録
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

紀
斉
名
は
順
が
「
祖
師
」
で
あ
っ
た
か
ら
、
多
く
の
作
品
を
収
録
し
、
人
々
に

非
難
さ
れ
た
の
だ
」
と
答
え
て
い
る
。「
祖
師
」
と
は
、
水
言
鈔
・
21
に
、
斉
名

が
橘
正
通
の
弟
子
で
、
正
通
は
順
の
弟
子
と
あ
る
こ
と
を
指
す
。『
扶
桑
集
』
は
、

斉
名
（
九
五
七
─
九
九
九
）
が
晩
年
の
一
条
朝
に
編
纂
し
た
書
で
、
勅
撰
三
集
以

後
、
一
条
朝
の
前
ま
で
の
詩
と
詩
序
の
撰
集
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
巻
七
と
巻
九
の

一
部
の
み
現
存
す
る

）
（1
（

。
現
存
部
分
に
は
順
の
「
花
光
水
上
浮
」
の
序
は
な
い
。

『
本
朝
文
粋
』
は
、
藤
原
明
衡
（
生
年
未
詳
─
一
〇
六
六
）
の
晩
年
に
編
纂
さ

れ
た
と
い
わ
れ
る
。『
本
朝
文
粋
』
に
お
け
る
、
順
の
詩
序
の
評
価
は
、
匡
房
の

評
価
と
は
異
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
本
朝
文
粋
』
の
評
価
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
の
は
、『
扶
桑
集
』
と
、
先
述
し
た
藤
原
公
任
撰
『
和
漢
朗
詠
集
』

で
あ
ろ
う

）
（1
（

。

『
江
談
抄
』
神
田
本
・
39
に
は
、
さ
ら
に
、
文
時
と
順
と
が
、
作
品
を
遣
り
取

り
し
た
出
来
事
が
見
え
る
。

被
レ

談
云
、
菅
三
品
所
レ

被
レ

作
老
閑
行
。
能
被
二

心
得
一

如
何
。
答
云
。
未
レ

得
。



21 　菅原文時と源順

但
粗
依
二

先
父
之
談
一

。
纔
置
二

文
字
一

之
様
。
所
二

承
知
一

也
。
自
二

昼
夜
各
一

字
一

。
可
レ

至
二

数
十
廿
之
字
一

歟
云
々
。
被
レ

談
云
。
然
也
。
譬
如
二

扇
本
末
一

也
。
件
行
ハ
文
時
乃
三
箇
年
之
間
。
時
而
不
レ

懈
所
二

案
作
一

也
。
草
了
之
後
。

先
令
レ

見
二

順
許
一

之
処
。
順
見
レ

之
。
一
夜
之
中
令
レ

和
令
レ

送
二

文
時
許
一

云
々
。

文
時
大
令
レ

歎
。
示
二

給
不
覚
人
之
由
一

。
時
人
又
以
難
レ

之
傾
レ

之
。
其
故
不
二

体
凡
一

。
只
無
レ

念
也
。
又
無
二

其
憚
一

。
一
々
遺
恨
也
云
々
。

文
時
の
順
に
対
す
る
思
い
は
と
も
か
く
、
文
時
は
順
へ
最
初
に
、
苦
心
し
た
作

品
を
送
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。「
老
閑
行
」（『
本
朝
文
粋
』

巻
十
二
・
354
）
は
、
貞
元
二
年
（
九
七
七
）
の
作
品
で
、
後
藤
昭
雄
氏
に
よ
る
と
、

『
本
朝
文
粋
』
で
は
雑
詩
に
分
類
す
べ
き
と
い
わ
れ
る
複
雑
な
形
式
の
詩
で
あ
る

）
（1
（

。

順
は
、
先
述
の
と
お
り
『
本
朝
文
粋
』
に
雑
詩
を
八
首
も
残
し
て
い
る
。

順
は
、
源
為
憲
の
賦
に
和
し
た
「
河
原
院
賦
」（『
本
朝
文
粋
』
巻
一
）
や
、
曾

禰
好
忠
が
創
始
し
た
定
数
歌
で
あ
る
百
首
歌
へ
の
返
歌
「
順
百
首
」（『
好
忠
集
』）

な
ど
、
他
の
作
品
に
和
し
た
、
す
ぐ
れ
た
作
品
を
残
す
。『
江
談
抄
』
の
記
述
は
、

文
時
と
順
の
二
人
の
不
仲
を
伝
え
る
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
村
上
朝
の
頃
、

文
時
や
順
た
ち
作
者
間
の
交
流
の
中
で
、
作
品
の
形
式
が
作
り
出
さ
れ
、
洗
練
さ

れ
て
い
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
お
わ
り
に

最
後
に
、
和
歌
に
冠
せ
ら
れ
た
「
序
」
で
あ
る
、
和
歌
序
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

文
時
は
、
貞
元
二
年
（
九
七
七
）
三
条
左
大
臣
殿
（
藤
原
頼
忠
の
邸
宅
）
の
前
栽

歌
合
に
お
い
て
、
和
歌
序
「
左
丞
相
花
亭
遊
宴
和
歌
序
」（『
本
朝
文
粋
』
巻
十

一
・
和
歌
序
付
序
題
347
）
を
制
作
し
て
い
る

）
（1
（

。
序
は
短
く
、
前
半
が
左
大
臣
殿
の

前
栽
の
様
子
を
描
き
、
後
半
に
は
歌
人
と
文
時
自
身
の
こ
と
を
述
べ
て
、
最
後
に

「
題
目
」
す
な
わ
ち
歌
題
が
三
つ
、「
水
上
秋
月
、
岸
頭
黄
花
、
叢
中
夜
虫
」
と
、

並
べ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
詩
序
の
よ
う
に
三
段
に
は
分
け
ら
れ
ず
、
対
句
は
、
前

半
に
は
見
ら
れ
る
が
、
複
雑
な
隔
句
対
で
は
な
く
直
対
で
あ
る
。
ま
た
、
典
故
も

確
認
で
き
て
い
な
い
。

こ
の
折
の
文
時
の
和
歌
は
、
一
首
の
み
、「
水
上
秋
月
」
の
題
で
読
ま
れ
て
い

る
。
詩
序
と
の
関
わ
り
で
は
、
こ
の
和
歌
の
内
容
が
重
要
と
思
わ
れ
る
。
十
巻
本

歌
合
よ
り
引
用
す
る

）
11
（

。

45　

水み
づ

の
上う

へ

に
月つ

き

の
沈し

づ

む
を
見み

ざ
り
せ
ば
我わ

れ

ひ
と
り
と
や
思お

も

ひ
は
て
ま
し

一
首
は
、
水
面
に
月
の
沈
む
の
を
見
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
沈
ん
で
い
る
の
は

自
分
一
人
だ
け
だ
と
思
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
と
詠
う
。「
沈
む
」
に
は
、

沈
淪
、
零
落
の
意
が
掛
け
ら
れ
て
お
り
、
文
時
の
和
歌
は
、
序
の
末
尾
の
述
懐
、

謙
遜
の
辞
の
代
わ
り
に
詠
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
該
歌
合
に
は
、
源
順
が
歌

人
と
し
て
召
さ
れ
て
い
た
。

続
い
て
、
源
順
の
和
歌
序
と
和
歌
も
見
て
お
く
。
順
は
、
和
文
（
仮
名
文
）
の

和
歌
序
を
二
篇
残
す
が
、
漢
文
の
和
歌
序
は
残
し
て
い
な
い
。
詩
序
は
漢
文
、
和

歌
序
は
和
文
と
区
別
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
和
文
の
序
で
は
あ
る
が
、

標
題
の
書
き
方
、
三
段
に
分
け
ら
れ
る
構
成
、
対
句
の
よ
う
に
対
偶
を
な
す
文
体

な
ど
は
、
詩
序
に
倣
っ
て
書
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
天
暦
二
年
（
九
四
八
）
か
ら
同
七
年
頃
に
、
源
高
明
の
邸
宅
、
西
宮
で

制
作
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
、
紅
梅
を
詠
む
和
歌
の
序
（『
順
集
』）
の
第
三
段
と

和
歌
と
を
掲
げ
る

）
1（
（

。
 

〔
第 

三
段
〕
か
ゝ
る
節ふ

し

を
、
た
ゞ
に
や
は
過す

ぐ
す
べ
き
と
て
、
こ
の
小こ

き木
の
生お

ひ

出い

で
ゝ
、
万よ

ろ
づ
よ代

の
老お

い
き木

に
な
ら
む
ま
で
の
心こ

ゝ
ろば

へ
を
よ
ま
せ
給た

ま

ふ
に
、
白し

ら

浪
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の
知し

ら
ぬ
身
な
れ
ど
大お

ほ
よ
ど淀

の
仰お

ほ

せ
言ご

と

を
ば
い
か
ゞ
背そ

む

か
む
。

 

〔
和
歌
〕
梅む

め
づ
が
は

津
川
こ
の
暮く

れ

よ
り
ぞ
流な

が

れ
て
の
う
れ
し
き
瀬せ

ゞ々

は
見み

え
む
水み

な
そ
こ底

第
三
段
は
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
空
し
く
遣
り
過
ご
し
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
と
、

小
さ
な
紅
梅
の
木
が
成
長
し
て
、
永
遠
に
生
い
茂
る
老
木
に
な
ろ
う
と
す
る
ま
で

と
い
う
趣
向
を
詠
ま
せ
ら
れ
る
と
、
和
歌
を
詠
む
に
至
っ
た
こ
と
を
示
す
。
続
く

「
白
浪
の
知
ら
ぬ
身
な
れ
ど
」
の
一
節
は
、『
新
編
私
家
集
大
成
』「
順
Ⅱ
」
な
ど

で
は
、
和
歌
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
序
の
標
題
に
は
「
探さ

ぐ

り
て
こ
文も

じ字
を
た

ま
は
れ
り
」
と
、
探
り
得
た
「
こ
」
文
字
を
用
い
て
紅
梅
を
詠
む
歌
の
序
と
あ
る
。 

「
白
浪
の
」
の
部
分
は
、
詩
序
の
第
三
段
の
作
者
の
謙
遜
の
辞
に
倣
っ
た
和
歌
序

の
末
尾
と
考
え
ら
れ
る
。
文
時
の
謙
遜
の
辞
の
代
わ
り
に
詠
ま
れ
た
「
水
の
上

に
」
の
歌
は
、
順
の
和
歌
序
の
末
尾
か
ら
、
和
歌
序
と
和
歌
と
を
繋
げ
て
作
品
を

ま
と
め
る
と
い
う
着
想
を
得
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
と
め
と
し
て
、
文
時
と
順
と
の
親
し
い
関
係
を
窺
わ
せ
る
、
天
元
三
年
（
九

八
〇
）
の
能
登
守
源
順
を
送
別
す
る
宴
の
詩
序
と
詩
と
を
示
す
。
文
時
に
師
事
し

て
い
た
、
慶
滋
保
胤
の
詩
序
「
春
日
、
於
二

右
監
門
藤
将
軍
亭
一

、
餞
二

能
州
源
刺

史
赴
一レ

任
、
勧
レ

酔
惜
レ

別
」（『
本
朝
文
粋
』
巻
九
・
250
）
の
一
節
は
、『
和
漢
朗

詠
集
』
刺
史
・
692
に
摘
句
さ
れ
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

雖
二

三
百
盃
一

莫
二

強
辞
一

、
辺
土
是
不
二

酔
郷
一

、
此
一
両
句
可
二

重
詠
一

、
北
陸

豈
亦
詩
国
。

重
要
と
思
わ
れ
る
の
は
、
文
時
の
子
、
菅
原
輔
昭
の
詩
（『
新
撰
朗
詠
集
』
餞

別
・
598
）
の
方
で
あ
る
。

家
訓
欲
聞
残
日
少　
　

家
訓
聞
か
む
と
す
る
に
残
日
少
な
し

洛
陽
風
月
莫
遅
帰　
　

洛
陽
の
風
月
に
遅
く
帰
る
こ
と
莫な

か
れ

 

餞
二

源
能
州
赴
任
一

・
菅
原
輔
昭

父
文
時
の
教
え
を
聞
き
た
い
と
思
う
が
高
齢
の
父
（
八
十
二
歳
）
に
残
さ
れ
た

日
は
少
な
い
、
こ
の
平
安
京
と
い
う
詩
文
詠
作
の
場
に
任
を
終
え
た
ら
早
く
戻
っ

て
来
て
ほ
し
い
と
詠
う
。
こ
こ
で
は
、
順
が
、
文
時
の
教
え
を
受
け
継
ぐ
文
人
と

し
て
、
詠
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

小
論
は
ひ
と
ま
ず
、
平
安
後
期
に
典
型
と
な
る
序
の
表
現
形
式
は
、
作
者
間
の

交
流
の
中
で
形
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
可
能
性
を
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

文
時
の
序
は
、
村
上
朝
か
ら
円
融
朝
の
頃
に
は
、
同
じ
句
題
、
形
式
で
、
別
の
序

が
作
ら
れ
る
ほ
ど
、
注
目
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
時
代
は
、
作
品
の
評
価
を
競
う
こ

と
が
好
ま
れ
て
、
形
式
が
定
ま
り
、
後
世
、
典
型
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
文
時
や
順
の
序
の
形
式
は
、
同
じ
句
題
で
、
先
行
す
る
序
の
イ
メ
ー

ジ
を
重
ね
つ
つ
、
興
趣
の
異
な
る
序
が
制
作
で
き
る
と
い
う
特
質
を
有
す
る
が
ゆ

え
に
、
平
安
後
期
に
典
型
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

注

（
１
）
本
朝
文
粋
の
本
文
は
身
延
山
久
遠
寺
編
『
重
要
文
化
財　

本
朝
文
粋
』（
汲

古
書
院
・
一
九
八
〇
年
）
に
、
作
品
番
号
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
本
朝

文
粋
』（
岩
波
書
店
・
一
九
九
二
年
）
に
よ
る
。
な
お
、
そ
の
他
の
作
品
の
引

用
・
作
品
番
号
は
、
特
に
注
記
す
る
も
の
を
除
い
て
、
次
の
書
に
よ
る
。
全

唐
詩
は
『
全
唐
詩
』（
中
華
書
局
）。
日
本
紀
略
、
扶
桑
略
記
は
『
新
訂
増
補

国
史
大
系
』（
吉
川
弘
文
館
）。
新
撰
朗
詠
集
、
和
漢
朗
詠
集
は
『
新
編
国
歌

大
観
』（
角
川
書
店
）。
白
氏
文
集
の
本
文
は
那
波
道
円
本
に
、
作
品
番
号
は

花
房
英
樹
氏
『
白
氏
文
集
の
批
判
的
研
究
』（
朋
友
書
店
）
所
収
「
綜
合
作
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品
表
」
に
よ
る
。
千
載
佳
句
は
金
子
彦
二
郎
氏
『
平
安
時
代
文
学
と
白
氏
文

集　

句
題
和
歌
・
千
載
佳
句
研
究
篇
増
補
版
』（
培
風
館
）。
歌
合
は
萩
谷
朴

氏
『
平
安
朝
歌
合
大
成　

増
補
新
訂
』（
同
朋
舎
）。

（
２
）
佐
藤
道
生
氏
『
平
安
後
期
日
本
漢
文
学
の
研
究
』（
笠
間
書
院
・
二
〇
〇

三
年
）、
第
十
一
章
「
句
題
詩
詠
法
の
確
立
─
日
本
漢
学
史
上
の
菅
原
文
時
」

（
二
〇
〇
二
年
口
頭
発
表
）
参
照
。

（
３
）
柿
村
重
松
氏
『
本
朝
文
粋
註
釈
』（
冨
山
房
・
新
修
版
一
九
六
八
年
、
初
版

一
九
二
二
年
）、
小
島
憲
之
氏
『
本
朝
文
粋
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
・
岩
波

書
店
・
一
九
六
四
年
）、
後
藤
昭
雄
氏
『
本
朝
文
粋
抄
六
』（
勉
誠
出
版
・
二

〇
二
〇
年
）
参
照
。

（
４
）
注
（
３
）
後
藤
氏
著
書
。

（
５
）
北
山
円
正
氏
「「
閏
月
」
の
詩
─
年
代
推
定
と
周
辺
の
問
題
─
」（『
日
本
の

仏
教
と
文
化
』
永
田
文
昌
堂
・
一
九
九
〇
年
）
参
照
。
な
お
、
こ
の
序
に
つ

い
て
は
、
拙
稿
「
源
順
の
閏
三
月
詩
序
に
つ
い
て
─
詩
序
に
お
け
る
源
順
の

表
現
の
特
質
─
」（
山
本
『
平
安
朝
の
序
と
詩
歌
─
宴
集
文
学
攷
─
』
塙
書

房
・
二
〇
二
一
年
、
二
〇
一
二
年
初
出
）
参
照
。

（
６
）
注
（
３
）『
本
朝
文
粋
註
釈
』
の
註
「
日
本
紀
略
、
村
上
天
皇
応
和
元
年
二

月
十
六
日
庚
辰
条
云
、
詔
改
二

天
徳
五
年
一

、
為
二

応
和
元
年
一

。
案
此
年
三
月

有
レ

閏
」
参
照
。

（
７
）
川
勝
政
太
郎
氏
「
洛
東
雲
居
寺
と
膽
西
上
人
」（『
史
迹
と
美
術
』
二
一
四

号
、
一
九
五
一
年
八
月
）
が
、『
日
本
紀
略
』
康
保
元
年
（
九
六
四
）
に
浄
蔵

が
雲
居
寺
で
卒
し
た
と
の
記
事
が
あ
る
と
述
べ
る
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
、『
国

史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
・
一
九
八
〇
年
）「
雲
居
寺
」
の
項
（
薗
田
香
融

氏
執
筆
）
で
、
当
該
序
の
「
浄
闍
梨
洞
房
」
は
雲
居
寺
か
と
推
測
す
る
。
新

間
一
美
氏
「
源
氏
物
語
の
「
花
の
顔
」
と
遊
仙
窟
─
漢
詩
文
表
現
と
の
関
わ

り
か
ら
─
」（
紫
式
部
学
会
編
『
源
氏
物
語
の
言
語
表
現　

研
究
と
資
料
─

古
代
文
学
論
叢
第
十
八
輯
─
』
二
〇
〇
九
年
）
は
、
こ
れ
ら
の
説
を
踏
襲
し
、

さ
ら
に
資
料
と
し
て
『
日
本
高
僧
伝
要
文
抄
』
を
挙
げ
て
い
る
。

（
８
）
大
曾
根
章
介
氏
「『
本
朝
文
粋
』
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察
─
編
纂
の
意
図

に
つ
い
て
─
」（
同
氏
『
王
朝
漢
文
学
論
攷
』
岩
波
書
店
・
一
九
九
四
年
、
一

九
六
二
年
初
出
）
参
照

（
９
）
小
沢
正
夫
氏
「
作
文
大
体
の
基
礎
的
研
究
（『
愛
知
県
立
女
子
大
学　

説

林
』
十
一
・
一
九
六
三
年
九
月
）、
山
崎
誠
氏
「
作
文
大
体
の
原
初
形
態
に
つ

い
て
─
附
録
東
山
文
庫
本
『
文
筆
大
躰
』
翻
刻
─
」（『
調
査
研
究
報
告
／
国

文
学
研
究
資
料
館
文
献
資
料
部
』
23
・
二
〇
〇
二
年
）、『
世
俗
諺
文　

作
文

大
躰
』（
新
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
・
八
木
書
店
・
二
〇
一
七
年
）
の
解
題

（
後
藤
昭
雄
氏
執
筆
）
参
照
。

（
10
）
注
（
９
）『
世
俗
諺
文　

作
文
大
躰
』
の
影
印
に
よ
る
。
同
書
の
訓
点
に
は

従
っ
て
い
な
い
箇
所
が
あ
る
。〈　
　

〉
は
小
字
双
行
。

（
11
）
小
西
甚
一
氏
『
文
鏡
秘
府
論
考
』
研
究
篇
下
（
講
談
社
・
一
九
五
一
年
）、

渡
辺
秀
夫
氏
「
唐
文
化
の
受
容
と
「
国
風
文
化
」
─
唐
伝
来
の
科
挙
試
賦
の
指

南
書
『
賦
譜
』
と
《
句
題
詩
》
─
」（『
む
ら
さ
き
』
55
・
二
〇
一
八
年
）
参
照
。

複
製
『
国
宝　

賦
譜
並
文
筆
要
決
』（
大
塚
巧
藝
社
・
一
九
四
〇
年
）
が
あ
る
。

（
12
）
佐
藤
道
生
氏
『
平
安
後
期
日
本
漢
文
学
の
研
究
』、
第
十
章
「
詩
序
と
句
題

詩
」（
一
九
九
八
年
初
出
）、
第
十
一
章
「
句
題
詩
詠
法
の
確
立
─
日
本
漢
学

史
上
の
菅
原
文
時
」（
注（
２
））
お
よ
び
同
氏
『
句
題
詩
論
考
─
王
朝
漢
詩
と

は
何
ぞ
や
』（
勉
誠
出
版
・
二
〇
一
六
年
）、
１
「
句
題
詩
概
説
」（
二
〇
〇
七

年
初
出
）、
５
「
平
安
時
代
の
詩
序
に
関
す
る
覚
書
」（
二
〇
〇
九
年
初
出
）。



菅原文時と源順　 24 

（
13
）
真
壁
俊
信
氏
「
菅
原
文
時
伝
」（『
天
神
信
仰
史
の
研
究
』
続
群
書
類
従
完

成
会
・
一
九
九
四
年
）、
後
藤
昭
雄
氏
「『
扶
桑
集
』
の
詩
人
（
三
）」（『
成
城

国
文
学
』
三
七
号
・
二
〇
二
一
年
三
月
）
参
照
。

（
14
）
岡
田
希
雄
氏
「
源
順
伝
及
年
譜
（
一
）」（『
立
命
館
大
学
論
叢
』
四
〈
国
語

漢
文
篇
一
〉
一
九
四
二
年
三
月
）、「
源
順
及
同
為
憲
年
譜
（
上
）」（『
立
命
館

大
学
論
叢
』
八
〈
国
語
漢
文
篇
二
〉
一
九
四
二
年
七
月
）、「
源
順
及
同
為
憲

年
譜
（
下
）」（『
立
命
館
大
学
論
叢
』
十
二
〈
国
語
漢
文
篇
三
〉
一
九
四
三
年

五
月
）
お
よ
び
神
野
藤
昭
夫
氏
「《
源
順
伝
》
断
章
」（『
古
代
研
究
』
二
号
・

一
九
七
二
年
三
月
、『
跡
見
学
園
女
子
大
学
国
文
学
科
報
』
九
・
十
一
・
十

二
・
十
三
・
十
七
・
二
十
号
・
一
九
八
一
年
三
月
─
一
九
九
二
年
三
月
）
参
照
。

（
15
）『
江
談
抄
』
の
テ
キ
ス
ト
は
言
談
の
形
態
を
残
す
古
本
系
と
、
古
本
系
の

本
文
を
内
容
に
よ
っ
て
分
類
・
配
列
し
た
類
聚
本
系
と
に
大
別
さ
れ
る
。
本

文
・
章
段
の
番
号
は
、
古
本
系
は
江
談
抄
研
究
会
編
『
古
本
系
江
談
抄
注
解

〔
補
訂
版
〕』（
武
蔵
野
書
院
・
一
九
九
三
年
）
に
、
類
聚
本
系
は
後
藤
昭
雄
・

山
根
對
助
校
注
『
江
談
抄
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
・
岩
波
書
店
・
一
九
九

七
年
）
に
よ
る
。

（
16
）
田
坂
順
子
氏
『
扶
桑
集
─
校
本
と
索
引
─
』（
櫂
歌
書
房
・
一
九
八
五
年
）。

（
17
）
注
（
８
）
大
曾
根
氏
論
文
。

（
18
）
後
藤
昭
雄
氏
『
本
朝
文
粋
抄
』（
勉
誠
出
版
・
二
〇
〇
六
年
）、
第
八
章

「
老
閑
行
（
菅
原
文
時
）
─
不
遇
を
歎
く
異
色
の
雑
言
詩
」
参
照
。

（
19
）
拙
稿
「
三
条
左
大
臣
殿
前
栽
歌
合
に
つ
い
て
─
「
遣
水
虫
の
宴
」
の
趣
向
─
」

（
山
本
『
平
安
朝
の
序
と
詩
歌
─
宴
集
文
学
攷
─
』、
二
〇
一
七
年
初
出
）
参
照
。

（
20
）『
拾
遺
和
歌
集
』（
雑
上
・
442
）
に
入
集
。
初
句
は
、「
水み

づ

の
面お

も

に
」。
歌
題

「
水
上
秋
月
」
の
題
の
字
を
詠
み
込
ん
だ
と
す
る
と
、「
水み

づ

の
上う

へ

に
」
の
本
文

が
本
来
の
形
で
は
な
い
か
。

（
21
）
拙
稿
「『
順
集
』
の
「
う
た
の
序
」」（
山
本
『
平
安
朝
の
序
と
詩
歌
─
宴
集

文
学
攷
─
』、
二
〇
一
三
年
初
出
）
参
照
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
第
六
十
五
回
国
際
東
方
学
者
会
議Sym

posium
 II

「
平
安
朝

漢
文
学
に
お
け
る
散
文
の
諸
相
」（
二
〇
二
一
年
五
月
十
五
日
）
に
於
い
て
口
頭

発
表
し
た
内
容
に
基
づ
く
。

 

（
や
ま
も
と　

ま
ゆ
こ
・
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
准
教
授
）
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【附表】菅原文時・源順　詩序作品表

・「番号」は、新日本古典文学大系『本朝文粋』の作品番号。
・ 「句題」は句題詩の詩序、「３段」は３段に分けられること、「詠法」は句題詩の詠法に

従って詩題に関わる段が為されていることを示す。

《菅原文時》
番号 句題 ３段 詠法 作品名 制作年 西暦
239 ○ 七言北堂文選竟宴各詠句得遠念賢士風 天慶４ 941
246 暮春藤亜相山庄尚歯会詩 安和２ 969
256 秋日聴第八皇子始読御注孝経応製 天延２か３ 974・975
267 ○ ○ 仲春釈奠毛詩講後賦詩者志之所之
300 ○ ○ 暮春侍宴冷泉院池亭同賦花光水上浮応製 応和元 961
340 ○ ○ ○ 仲春内宴侍仁寿殿同賦鳥声韻管絃応製 康保３ 966
347 左丞相花亭遊宴和歌序 貞元２ 977

《源　順》

204 ○ 七月三日陪第七親王読書閣同賦弓勢月初
三応教 貞元２？ 977

218 ○ ○ ○ 早春於奨学院同賦春生霽色中各分一字 ～天暦７ 953

221 ○ ○ 後三月陪都督大王華亭同賦今年又有春各
分一字応教 応和元 961

226 ○ 九月尽日於仏性院惜秋 天禄元から３ 970～972
229 ○ ○ 晩秋遊淳和院同賦波動水中山 ～天暦７ 953
231 ○ ○ 夏日与王才子過貞上人禅房翫庭前水石叙
259 ○ 夏日陪右親衛源将軍初読論語各分一字 康保３ 966
271 ○ 賀禄綿 天暦５ 951
296 ○ ○ 三月三日於西宮池亭同賦花開已匝樹応教 ～応和３ 963
301 ○ ○ ○ 暮春於浄闍梨洞房同賦花光水上浮 ～康保元 964
302 ○ ○ ○ 後二月遊白河院同賦花影泛春池応教 天禄３ 972

307 ○ ○ ○ 暮春陪上州大王池亭同賦渡水落花来各分
一字応教

311 ○ ○ ○ 初冬於栖霞寺同賦霜葉満林紅応李部大王
教 天暦７ 953

312 ○ 初冬過源才子文亭同賦紅葉 ～天暦７ 953
314 ○ ○ ○ 冬日於神泉苑同賦葉下風枝疎 応和２？ 962
322 ○ ○ 三月尽日遊五覚院同賦紫藤花落鳥関関
323 ○ ○ 秋日遊白河院同賦秋花遂露開 天禄２ 971


